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汰 (1)NL 8f札 TUL26例)や補助 手段 (tit-'2例,

I)1Ⅰ~)15例,DJ留置4例)を用いて開放 手術を施行する

ことなく治療が可能であった.

6)ESWL 終了時の問題点

: ･･- ･† I:I, .∴ ‥.･..

結石に対して,ESWL を務望 して来院.静注佐野孟遺

影では,軽度Lp')水野t!_:認入')ら.SIEMl二NSUTHOSTAR,

19.(1ⅠくV.3OOO発L]〕治墳 1'回施行で結I_丁は破砕 され

最終治頼 2遇f~鞘射二i･J完全耕f~iされたかに見えた.また

息ヶ月練の静注性腎孟造影では通過障割 烹認められず,

排肘も回復 しており.也拝波..t∴L-Jでは細かな砂状陰影

が.わずかに.,)'L.)わた･程度であ--､たたれ 定期的経過観察

とLて治噂を終 [した. 21日j棟,イ11側醸部帖痛酎乍で

来院.先回n治墳郡に -致 して長径 31Ⅲ11(･')結石がも

られた.これは腎孟内盛砂が急速に結石形成し事緋鯉の

回復と共に下降したものと思われた.1.:S＼Vlーは.あくま

でも破砕のみの治療であり,拡張腎義のある閣議尿管移

行部結石の治療には,残砂及び残存小踏石には十分の注

意が必要であることを再確認 した.

I:I:i.一斗 :t,I･こ上こtt､上 .､卜･;･･､..工､ ･t .､
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Ⅰ. 一 般 演 題

1ト尿酸結石およびシス+ン結T‖二村する ESWL

･..･ ･: ･:I ･･十 一.:'r..表.:{'ゴ･.

当院では 1990年3月より1991年5jlまでの 1年3カ

月間に258例に対して計 3881如りⅠ二二SWLを施行 した.

その治療成廉をまとめたが,総合有効率は,93%と満足

できるものであった.また,シスチン結石は,258例車

3例と比較的高頻度であったが,サンゴ状結石が多 く,

ⅠミSWL単独治療では限界があり.PNLや薬物墳法等

殿餅周が必要であり,吸気よく治療 していくしかないと

痛感 した.尿酸結石については,症例数がまだ竣例と少

ない軌 X線陰性結石であり,腎結石をこ対 してはエコ-

終着をこ焦点をしっかり合わせれば,良 く砕けるという印

象を受けた.

諾)尿酸結石およびシスチソ結石に対する ESWL

い !●;･ :I, ..､､.∴

尿酸結石はレ線陰性結石でありチモの位置が判別 しをこ

くいこし･し∴Lり,休外衝撃波砕石英世tl')威 力が発揮 しにく

い.またシスチン終着はその構造が強固なため,なかな

か破壊 されにくい.奪回これらをこ対する成績を示し 若

干L71検討T':_･した.

3)尿酸結石およびシスチン結石 をこ対ずる PNLJ

､ ●二 ∴ ･ ∴∴ ∴∴･･ ､

師ft:;｢吊郎輔芸では,1985年-5月より 1)Nl.,TLTL I,:

開始し,1991年6flまでに,15OL･fl=Lノり l'NL LU15件ハ

TU監を行った,PNL が全盛を極めた 1985年から1988

年の P因Lの成演をみると,年々成績の向上がみられ

呈粥8年には,80%以上で満足のゆ く手術結果をえられ

た,結石の形態から成功率をみると,2cm 以下の単発

腎結石がむつとも成功率が高くサンゴ枕絵着または,複

雑をこ散らばっている結石での成績は不良で,このあたり

が PNL の限界かと考えられた,当院をこおけるシスチ

ンLL二尿酸結[汗)頻度をj'る上 f'NL 開始前LT)結石分析

をtト,た結石で;Ll,121例て成 分分析をI十 ,ており.こ

て+ン1例 (0.800).尿酸:1倒 し1..1001でふI-､た.シ

スチy結石症例は9狭窄尿管の遠位をこあるもので,PNL

で摘出不能のため開腹 した.尿酸結石をこついては,他の

結石成分の魁のをこ放 して,P因L が特に困難である率は

なかった.また藩酸か レシウムヰ燐酸カルシウムの通常

の結石で転,非常に堅いものがあった.

･llPiezolith および Tl-ipterX一一lLJT)尿路結[;

治療経験

桜井 臥 欄 限 昭1 豊姦姦置病院ラ

1990.7月から9月までの間にそれぞれ約 1ケ月,Wolf

触 Piezolithと_Direx製 TriptpllXlで体外衝撃波砕
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石術を行な-1た.Pier,01il.hでの症例は14例 (F1311例.

女3例)で,腎結石13例と尿管結石 ま例で,大きさは平

均は 19.lX13.1mm であった.治墳回数は1回が11例,

2回が2†札 3【白】が 1例で平均 1∴i回であ-･-､た.結石治

9例,評価2が4例,評価3が1例であった.治療後,

TripILlrXlでし')症例は13倒 しTJ1O例.女~3例1で腎結

石が7例日水管結石が6例で.大きさU')平均は 11.5x8.2

mm であった.治療回数は 1回が12例で, 1例のみが

I20:~i

2回で.平均 1.1回であった.治噂効果に関 しては.直

後では評価1が8例,評価2が5例であった.治療後で

は評価()が8f札 評価 1が5例であ一･.,た.

ⅠⅠ. 特 別 講 演

発展急な泌尿器科内視鏡

-基礎的事項と最近の動向

東京医科大学泌尿器科教授

二 木 試 先生
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